
磁常によるパイプは成形や焼成による変形が生じやすく、また材質の韓度や破調に

対する小安から、これまで殆ど開発されていない。本研究は陶磁器製品の「新しい製
品分野の拡大」を回るため、」鼓器パイプ製造技術の確立と製品開発の支援を目標とし

て行ったゥ

平成16年度1ま磁澤パイプの締込み成形を前提とし、長さ1m以上、口径3cm′－10cm
の丸形及び角形パイプの製造技術及び磁器パイプの補強や飛散防止方法など製品化技

術について検雷寸した。製造技術では、歪みのない′くイブ製造のための成形方法や乾燥
方法及び焼成方法などについて検討した．中でも、焼成方法については、パイプの締

込みロに貫通する穴を設け、炭化ケイ素の棒を通して吊し焼成したが、自正による収
賄不均一のため吊し棒に接する部分が変形し、本体に変形が生じた。（図1）

そこで今年度は、吊し焼成の方法について再度検討を行った．自重に上る変形を抑
えるにほ、1点で缶すことで不均一な収縮による変形を避けることができると考えら

れるため、1点で吊すための治具の形状やパイプへの装着方法について検討した－形
状については、丘丘が一点に基申し焼成中の切れが発生しないよう、吊し穴から外形

までの足巨艦を十分にとり、吊し細分の素地を厚くした．パイプへの治具装着は、鋳込

み口の勾配を利用し、素焼き轡の磁器パイプ内部から治具を装着する方法と、成形後、

締込み口外側に吊し用治具を泥燥で横j音する方法について検討した。
以上の結果、素焼き後に吊し用治具を装啓した試料では、焼成中に素地が軟化する

ため自重によりパイプが抜け落ちることが分った。一方、吊し用池島を生接着した試
料では、パイプの脱溝や変形もなく一点吊し焼成が可能となった。これらの結果を基

に磁器パイプによるインテリア製品の試作を行った。
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研 究概要 本研 究は、貯 水機 能 を持 つ屋 ヒ床 タイル開発 にお いて 、県内未利 用 原革トの渾 融ス ラ

グに よ るタイル製 造技術 を確 立す る とともに、屋 上 にお ける温度 上昇 抑制 効 果につ い

て確遜す るこ とを目的 と して行 った。

す なわ ち、前年 度 か らの 同タイル に水を含水 す る ことによ りもた らされ る白蓮現象

や 変形 な どを踏 ま え、1．タイル 製造技術 の開発 、2．タイル の性能 試験 、3．貯 水 タイル

の開発 について検 討 を行 った。

（1 ） タイル製造 技術の 開発

溶融 スラグ を主原料 に インター ロッキ ン グブロ ックを試験 体 と した製 造武儀 の結

黒 、溶 融 ス ラグ粒径 は0．7m ～ 1．4m が 、成 形 ・焼成 助剤 は珪 酸 ソー ダ13％ （外剖

り）が、原料 浪合 方法 は混練機 が 、成形 は 油圧 プ レスl測匹 が 、 さらに焼成 温度 は

1．050℃ の銀件 が最適 で ある ことが分か った。

（2 ） タイル性能 試験

イ ンター ロッキン グブ ロ ックを試験 体 とした性能試 験 の紆果 、焼 成収 縮 率は 1．6

％ 、 曲げ強度 は5－2”pu 、浸透速 度 は 7 clコ（1 分間）、 さ らに吸水 率は12－6 ％で あ っ

た。 また 、 コンク リー トに比べ 開発 品が 、 どれだ け温度上 昇抑制 効果 があ るか を

閤ペ るた め屋 内 で試験 装置 を殴 け策取 を爽施 した結 果 、最大温 度差 は13℃ とな り、

温度 差 5 ℃ の状 態lま 8 暗 闘塵綬 す る こ とが分か った。 （団 1 ）

（固 2 ）

（3 ）肝 力くタイル の 開発

W30 0m m X D3 0血 m X H 35皿 の凹型 の タイル 2 枚 を成形 ・焼 成 し、上記の 条件 を滴 た

す 中空構造 の屋 上タイル を試作 した。 （図 3 ）
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紆齢社会を迎え、近年福祉の分野では、介餞などの医学的翫域のみでなく、住環

境などの工学的領域の分野にも範囲が広がっており、様々な医工融合分野への取り
組みにおいても、結社的なアプローチが注目されている。その中でも特に我々の日

常生活との関わりが深いものとしてユニバーサルデザイン（以下Ul））があり、Ul）の
市勘は今後も大きく成長すると予想されている。これからのモノづくりは、一皿の考

え方を取り入れた、「使いやすさJ　に配慮された製品開発が必要とされており、
「使いやすさ」を評価する技術の構築が喫緊の課題である。

本研究は、製品の「使いやすさ」の評価技術及び設計技術の構築を凶るものであ
る。今回は「手」と「モノ」の関係に主体をおいて、ドアノブをケーススタディと

して研究を行った。評価技術の構築では九州大学との共同研究で、被験者に対して

人間工学的手法を用いた行勤評価及び心理評価を行った．行動評価では、実験用ド

ア装置を用い、ドアノブを狸る、捻るなどに使われる5カ所の筋肉に対しての筋地
図の測定、庄カセンサー及び圧力分布シートによる把持力測定及び3次元での動作

解析の実験を行った。心理評価では被験者に対してアンケートによる主観調査を行
い、データを分析した。

策験の結果、最も身体的に負担が少なく、「使いやすい」と感じるのは、ラッチ
解錠時のハンドルの角度が水平の状態にあることがわかり、レバー／、ンドル式ドア

ノブの最遠条件をキミ曇ることができた。また、行動評価と心理評価についての臆黒か
らUl）製品の開発に人間工学的手法を用いることが有効であることもわかった．．

実験の結果をもとに、3次元CADを用いて形状のシミュレーションを行い、評価モ
デルを製作して、従来品との主観調査による比較検証を行った。



無機系産策廃策物の有効活用による新事業創出
（産業廃棄物リサイクル研究開発事業：廃棄物・リサイクル対策‘兆）

光触媒ほ紫外線によって励起され、各種有機化合駒を分射することが知られており、
伏臥　脱臭、防汚などに応用されている。現在、ガス浄化の用途閥】発が著しいが、今後

は、水質浄化への活用へと拡がるものと予想される。府姥省の詳解では、光他姓．耶姿の

2020年の市場規債は3兆9千億円となっているロ　ー方、長崎県には高純度シリカを製造す
る企業が立地しており、その副産物として比較的純度の高い非晶質シリカガラス粉末

（以下シリカ微粒子）が排出さ九ている，本研究は上言己シリカ微粒子を去原拳トとし、そ
の表由に酸化チタンを被雁することで新たな勘合型光触媒粉末を開発し、その製造プロ

セスを整備した．

（l）粉末の特色：光触媒（酸化チタン）は通常、900℃付近で加熱すると光触媒活性
の商い低温型のアナクーゼ細から活性の低い高温型の／レチル相へ変化することが

知られている。市販されている酸化チタンの割合、600℃付近から相変態する粉
末も見られる．しかし、本研究で開発したチタエア被環シリカ粉末は、満温度

（1300℃）で熱処理を行ってもアナダーゼ相を維持できることが分かった（回1）。

（2〉　北棟媒活性：市販の標準的な酸化チタン（ト25粉末）よりも色素分解能力の商
い粉束を作製することが出来た（凶Z）。有害ガス（アセトアルデヒド）に対し

ても分解効率の高いことを確認した。

（3）量産プロセスの最適化：ビーカーレベルの合成から、数kgオーダーでの多量合

成について検討し、1回の合成で約5kgの合成が可能になった。焼成方法につい
ても劇道化を園り、2．5kA程度の焼成でもビーカーレ′くルと同じ光触媒機能を発

現出来るようになった。
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山口　英次、大串邦男、森田　ミハル

本革菜は、企業において欠点発生等の早期対応を必要とする技術的鰍超が生じた時
に，嘉染抜術センターの戯且を派遣し、共同で品質管理や工程管理に必せなデ←・タを
収集、分析し問題解決を図ることを目的として実施している。
平成17年度は、以下の11件の課題について指導を行った。
①本焼成における鮎ずみ防止技術

②磁器とガラス製品の貫入防止技術
Q）ポット類に発生するシバリング対顔
◎蓉光製品の残光特性
（9上絵付面積や焼成方法による鉛溶出防止（管理）方法
⑥上絵付製一冒．の変色（焼成後）の原因と対処方法
¢）ハニカム・セラミックスの作製技術
（むスクリーン印刷による精度向上技術
⑨生地欠点の歩留まり向上技術
⑳フォトセラを利用した円弧型陶板の製造技術
⑬焼成腰の強い磁器による急須の製造技術

上程付製品の焼成試験

（5色の和絵具による、碗、皿への給付面積をまえた焼成．
焼成後、鉛溶出駄陰l二より評価を行った。）


